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加
の
引
所
引
木
氏
『
疋
は
次
の
よ
hn

に
も
述
～
る
。
了
、
の
μ
垣
本
r他
は
：
i
た／了一
λ
そ
の
九

JA
い
が
悩
入
の
市
場
抗
争
A

心
地
位
に
不
利
採
約
に
円
用
「
る
も
の
で
↓
め
っ
た
こ
し
て
も

仁川帽山
AJJ
加
者
の
市
場
合
帆
予
戸
市
J
3
に
と
っ

C
置

宮
古
む
し
ぼ
り
う
る
正
信
で
実
態
に
涜
～
け
し
た
J

川
容
の
市
持
育
制
作
ん
と
沼
布
ず
る
こ
こ
に
対
し
て
は
、
そ
の
保
設
す
及
ぼ
L
U
J

も
の
で
は
な
い
で

事
長
者
ハ
」
職
業
活
刻
一
が
市
場
抗
予
原
理
に
託
っ
て
巡
わ
さ
れ
る
場
ん
に
は
一
、

械
業
？
ト
山
mv
仮
設
の
射
程
は
、

市
ぬ
続
下
山
口
人
市
咋

br設
定
ー
す
る
け
一
山
的
規
汁
に
よ
っ
て
も
よ
め
ら
れ
る
リ
ー
某
本
＋
V
い一

二
条
一
一
以
は
、

h
hも
競
争
心
後
能
人
ド
件
に
従
っ
た
競
争
へ
の
参
加
を
、

一
」
の
伝
的
況
悼
の
枠
内
℃
ハ
怒
ど
し
と
い
る
心
て
あ
っ
と
、
ー
こ
の
其
本
北
恨
の
保
品
川
は
、
山
ι持
続
争
に
決
定
的
h
b
ブ
ォ
ッ
タ

i
、
日
影

ぅ

響
力
に
対
ず
る
保
一
議
ど
ん
r」
ん
て
は
い
な
い
」
マ

こ
の
一
説

1Tι
児
る
版
句
、
国
家
の
情
J
M提
供
出
動
に
一
付
す
る
職
業
の
日
自
の
保
護
制
域
目
、
法
的
反
律
ゃ
市
場
数
つ
の
機
保
条
件
に

よ
う
て
剖
ん
止
さ
れ
る
、
と
い
う
f
と
に
な
る
」
三
れ
は
、
「
山
尚
一
作
の
民
間
に
従
っ
て
基
本
権
の
形
式
が
な
さ
れ
る
L

と
の
趣
旨
に
あ
る

ill＜｝、：iL'?J:;: •3 1 1"SJ ワs:,,20C5.ll; 
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と
到
相
府
1
J
J
G
こ
J
も
で
き
よ
う
c

そ
う
だ
と
す
れ
は
、
し
説
法
な
市
叩
淀
慌
に
よ
rJ
て
も
た
ら
さ
れ
た
不
苅
h
M
に
サ

L
て
は
、
北
川
本
濯
の

U
R
直
装
置
は
作
品
刊
一
什
一
ず
、
注
は
な
場
合
の
小
利
川
に
f
F
4
し
て
心
人
以
指
装
置
が
門
効
ず
る
と
い
う
こ
と
に

E
Q
そ
の
間
以

h
t

ι 
日川

才し で
ては

る 職

よ業u' に白
も住

λL 呆
るゾツ ~Ji:

，或

決
＼ 

lit! 
｛ 

ノ川

ラミ

"" 
y育
：事
トH
1'L 

1W 

と
市
崎
町
5

、ハ
μ

J
ヲ

一

九

ヘ

J

L
Z
f
l
J
 

」
の
よ
う

人
ー
決
定
が
職
業
の
は
佐
口
一
保
護
怯
戒
を
と
心
ょ
う
辺
お
川
、
し
え
い
る
の
か
は
、
判
然
2
し
な
い

か
り
に
信
託
提
供

の
適
法
性
と
泣
関
係
に
保
護
領
域
該
当
叫
が
認
め
ら
れ
る
の
で
ー
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
従
正
の
ド
グ

7
ア
ィ
ク
L
Y

同
が
わ
だ
と
み
ん
子
）
得
る

、
ザ
か
、
）
、
保
設
領
域
の
境
界
線
げ
か
’
情
m
N
M
供
の
止
法
性
い
か
人
で
変
動
す
る
の
と
あ
れ
ば
、
h

れ
は
パ
壮
宍
の
ド
グ
マ
ぅ
テ
ィ
ク
と
は
し
ゃ

な
り
呉
川
也
る
ζ

い
ラ
守
｝
／
一
に

( 

以
来
の
つ
山
刊
の
叩
約

従
来
の
某
十
品
住
｝
グ
マ

l
テ
J

ク
は
、
第

廿
柄
本
権
の
市
川
ト
ク
～
玉
水
に
よ
る
介
入
行
局
と
い
う
形
で
論
じ

日
収
併
に
均
し
こ

ご
こ
で
は
、
出
dbhd

行
為
が
廿
得
本
ん
惟
制
お
に
該
ψ
ー
す
る
お
ど
う
か
は
、
そ
れ
β
介
人
行
為
に
お
た
る
か
ど
可
カ
で
判
断
内
さ
れ
、

一、ノご、、

z
i
r
H
V
防
同

介
入
絞
念
が
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
こ
い
る

ν

独
自
の
介

λ
概
念

本
決
定
d

円
、
一
れ
J
日
慌
に
、
心

zdく
と
も
介
人
イ
リ
へ
は
介
入
と
機
能
的
リ
キ
立
刊
で
ιぬ
れ
ば
制
約
に
？
政
当
寸

プ

9
2
4写
、
入
ν

、ぃ

し
か
し
他
ん
で
、
本
決
定
は
、
情
報
四
日
伏
活
動
に
関
す
る
ん
奴
円
一
U

介
へ
概
念
を
作
り
山
刊
し
て
い
る

か
の
」
λ
J
に
も
み
え
る
υ

と
い
う
の
も
、
半
日
引
に
疋
け
じ
上
文
に
ね
い
て
は
卜
の
よ
う
に
述
べ
と
い
る
か
ら
Jt
よ
的
る

U

「

z
川
川
崎
放
与
い
と
っ
て
主
要
な
7
－v

ク
タ
Y

へ
の
影
響
が
、

の
条
件
JT定
め
づ
き
と
た
く
、
凹
家
心
情
報
虻
仕
口
出
勤
に
閃
オ
る

法
的
規
尚
に
従
ヮ
て
4
一
た
ら
さ
れ
ム
V
M
切
ム
ロ
に
は

川川
w参
山
山
者
心
基
A
l
J日

同
家
に
も
す
Q

M

川
崎
関
連
信
販
の
提
供
は

必
八
一
項
に
萎

12'. ledごJ"' J、i）・↑ E引い、81 c引＂－＂



っ
く
茶
J
A
J耐
の
川
主
再
領
域
主
制
約
す
る
も
の
で
は
な
レ
c

定
法
一
重
史
、
土
り
は
、
ミ
こ
で
は
、
出
家
汗
務
の
存
在
と
権
限
秩
序
む
か
什
作
、

殺
び
に
倍
n
恨
の
一
什
停
川
口
パ
ム
怒
、
制
ん
I
性
の
安
靖
へ
の
日
煎
で
あ
る

と
心
、
十
ん
か
ら
お
品
い
ん
知
る
こ
と
引
で
き
る
む
は
、

本
決
｛
じ
で
は
、

／
清
荒
出
紅
供
1
N

＋），い的判川
tTに
従
コ
て
お
り
、

市
場
の
条
件
を
豆
出

す
る
も
り
て
は
な
い

J

と
い
う
観
点
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
品
川
訳
出
比
供
の
遺
伝
性
が
、
制
約
九
乙
砿
訟
「
る
に
あ
た
っ
て
も
正
視
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
J
で
町
一
山
る
、
そ
し
て
、
そ
の
一
日
体
的
と
判
断
廿
鳥
海
ー
と
し
て
、
同
家

ιぃ
持
の
十
仔
一
ー
と
柁
際
秩
序
の
維
持
、
店
刊
誌
の
一
い
碓
住

と
万
能
u
適
合
性
mr
与
六
十
げ
、
つ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一

基
ふ
法
上
の
黙
示
の
授
権

五
決
定
は
、
こ
の
茎
刊
に
従
っ
て
次
の
よ
、
つ
に
判
問
、
ど
句
、
ま
ず
、
凶
家
任
務
の
存
在
山
つ
い

に

は

本
決
定
は
い
一
れ
キ
肯
定
1

〆

政
ほ
の
同
家
指
ソ
一
「
J

任
古
川
内

止
法
や
山
内
い
い
Mmpf
へ
の

J

拍
判
引
の
披
位
い
に
並
ん
で
、
危
機
的
状
況
に
辺

速
か
つ
効
岡
本
的
に
対
処
す
る
り
ん
め
の
店
刊
誌
枕

h
J
J

川
勤
h
品
川
ま
れ
る

ホ
士
、
マ
ご
つ
い
A
U

こ、

：
7
J
F
R
I
t
 

市
い
家
品
川
宰
ピ
対
す
る
一
段
訂
一
の

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

権
限
に
つ
い
て
は
、
ド

44F唯
仁
川

3

よ
り
旧
品
定
J
J

存
在
し
は
ど
と
し
つ
つ
も
、
し
ひ
し
、
こ
の
怪
限
を
ー
基
本
権
は
；
：

emに
忽
川
正
し

亡
、

3

F
L
i
 
と
し
、
そ
の
で
、

軍
事
指

vqと
い
う
人
ア
判
中
可
汗
初
な
貝
何
一
が
連
邦
主
的
ベ
に
倍
以
し
、
清
報
提
供
乞
行
ト
つ
こ
と
で
7

し
の
責
つ

一ゲ↓果た
1J
こ
と
が
で
九
五
一
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
常
に
、
連
邦
双
山
け
に
育
報
J
jばパ
f

出
動
が
綬
存
さ
れ
て
レ
る
一

と
し

E
r
r
る
に
、
出
ikd

の市米同町世円、了由叫刊一

r似
し
と
は
、

基
本
伝
｝
一
心
…
mmr小
の
投
停

い
h

っ
こ
L

一九バハ」て
J
め
7
Q
へ

こ
の
他
む
安
井
ー
に
つ
い
と
は
、

半
渋
｛
也
は
、

梧
山
肌
侠
山
小
む
維
持
、
川
市
恨
m
v
F
I
M門
性

の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
そ
む
人
尤
足

を
肯
定
し
、

ι終
的
に
は
、
ム
マ
回
り

7
f
ン
円
ス
ト
の
公
表
は
也
伝
て
あ
り
、
械
受
の
白
山
の
制
約
に
は
あ
た
ら

r、
ょ
っ
と
茶
本
格

へ
A
一

侵
害
と
h

な
ら
な
い
、
と
判
断
い
た
と

正
当
計
段
階
の
Tm
存
在

こ
二
さ
れ
↓
ト
リ
ミ
缶
、
上
品
目
、

京
件
の
リ
ス
ト
公
表
は
某
ぶ
権
制
約
に
す
り
あ
た
、
り
な
い
、
と
判
断

さ
れ
た
三
γ
ど
め
る
制
約
に
あ
だ
ら
な
い
と
い

1
γ
こ
は
、

審十六守；か仙川一三一
1
1叫
川
肝
心
制
約
』
当
化
に
進
ま
な
い
、
」
と
を
告
は
咋
し
、

た半

ρーの

ill＜｝、：iL'?J:;: •3 1 rnJ ワSc ,20C5.ll; 
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一つ
υ｝

リ
人
「
ハ
VA
衣
に
は
は
ψ
1化
が
必
習
な
く
な
る
、
と
工
つ
こ
と
を
古
味
ず
る
。
に
に
、
い
ま
一
｛
川
手
出
品
す
る
な
ら
ば
、
本
決
定
か
以
お
問
状

従
来
の
丸
山
か
ら
の
グ
γノ
コ
ー
ル
決
定
に
汁
す
る
批
判

ら
正〉
5W  

半リ
を
慨

続
包J

」

己九

て

12'. ledご－－;c-i ''' :.:i・↑ i:;,31 I、'86三［＇if,liJ

市
で
立
千
本
株
制
約
を
認
め
な
か
っ
た
り
は
、
昨
凡
述
の
迎
い
ノ
、
情
報
提
供
活
動
に
似
す
r
Q
符
別
の
刊
釘
恭
準
心
「
で
そ
の
造
法
性
役
確
詑

ι 
日川

し
一
ニ
ふ
う
と
令
市
y
J
d
c
t
o
［

i
7
l

）

t
i
 

ー
い

c
l当
化
ど
も
安
ぷ
し
、
ー
当
化
段
階
ー
ピ
絞
る
こ
と
な
く
一
以
内
…
的
に
築
主
権
侵

幻

介
人
と
介
人
王
当
北
と
の
区
別
の
放
交
」

や害

介判j
人的l

f三る
中、

少レ

。コウi

i!} i与

［打J"ji_' 
」 さ

み と

れ。

こ
の
山
一
り
で
、

人
1

日叫山川
4
U

九ハ山ん問、

」
の
綜
三
円

は
制
約
段
階
と
制
約
了
当
化
段
陀
と
が
相
対
化
さ

れ
、
上
弟
子
、
川
、
コ
ば
制
約
王
山
コ
ル
】
段
階
さ
な
さ
れ
勺
べ
さ
審
査
が
引
刊
し
さ
れ
て
い
る
、
と
問
解
さ
れ
得
る

J

以
i
？
？
つ
な
述
お
憲
法
絞
斗
一
川
け
説
不
を
ふ
る
以
打
で
は
、
本
決
定
で
は
、
従
来
心
ド
グ
マ

i
ァ
ィ
ク
か
ら
み
て
疑
問
と
な
る
ほ

h
r
少
な
く
な
い
口
＋
玉
、
際
、
学
一
前
九
M

、
り
は
多
〈
の
ー
も
叫
が
一
d

セ
ら
れ
て
い

吋
！
と
内
で
は

ギ
決
定
が
訂
す
る
従
米
の
ト
ク
マ

l
ア
イ
ク
か
ら
乃
川
河
蹴
｝
川
判
明
ら
か
に
し
て
い
言
行
J

レ
と
川
本
う
〈

保
護
読
破

隠
れ
た
基
本
権
制
限

、
職
業
m
v
t
h出
心
保
護
人
収
減
該
当
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る

述
L
む
よ
う
に

－J

山
ι
一
一
寸
J

、ι
f
L
ふ
4
P

、

fut－

－

－

1
d
t
 不
明
確
な
点
が
多
い

J

戸
、
／
士
、

J
J
i
－

－

 

料
世
話
市
部
肌
域
該
当
性
の
刈
断
、
か
桁
紋
提
供
（
山
一
治
三
糾
い
何
十
町
右
さ
れ
る
と
必
れ
ば
、

従
来
の
見
批
か
ら
す
る
と
、
と
れ
ば
非
常
に
問
題
て
あ
る
〈
と
い
つ
の
も
、
市
民
心
忠
誠
や
行
動
に
部
仲
間
半

H
Yコ
パ
る
た
め
の
信
託
提
供

権
限
吉
国
家
カ
た
し
か
に
右
す
る
と
）

二
の
権
限
汗
使
は
、
同
家
に
よ
る
仙
川
の
子
治
と
同
心
に
、
意
法
！
の
一
J
山
「
万
〕
心
刈
間
保
の

「
に
似
す
へ
き
も
の
と
さ
れ
る
か
ら

つ
ま
り
、
情
服
従
供
の
治
法
性
に
応
ヒ
て
保
護
領
肢
を
限
界
つ
け
る
と
な
る
乙
、
正
け
↓



化
子
刊
紙
の
間
選
対
ω
容
易
と
な
り

一ゲ↓持ち
I
A
L
A
一
一
と
に
な
る
、
と
レ
う
の
で
↓
ぬ
る
c

事
項
的
主
保
護
領
域
画
定

般
に
、
保
護
伝
域
該
当
性
に
と
っ
て
弔
裂
な
の
は
、
正
当
性
や
達
、
、
仏
性
で
は
な
く
、
事
瓜
的

と
い
わ
れ
る
わ
っ
去
り
、
保
護
結
城
、
り
医
む
に
際
し
て
は
、
制
別
手
作
で
の

に
保
障
さ
れ
た
ー
一
佐
役
域
L
A
子
ぶ
れ
る
が
否

21Zめる、

J
y
y
大
と
い
う
飢
ト
打
、
よ
り
も
一
般
的
抽
象
的
な
観
点
7V
ら
り
検
討
が
必
史
と
さ
れ
、
こ
う
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
保
護
領
践
に
凹
家
活
到

が
関
わ
り
な
令
し
て
い
る
、
引
と
う
か
が
判
断
さ
れ
る
べ
き
、
と
考
子
つ
れ
て
い
る
。

こ
の
t

一勺

グ
リ
コ
ャ
ル
決
定
に
み
、
コ
れ
る
よ
う
な
情
科
此
供
活
動
で
は
特
に

の
白
川
門
が
問
問
と
ふ
る
が
、
職
業
の
口
市
が
山
お
引
（

的
に
保
設
L
F
L
い
る
の
は
、
職
業
に
関
連
す
る
個
人
及
び
出
144～
ズ
の
行
動
の
白
川
田
こ
ら
の
と
め
に
必
安
な
市
場

r…7
！
の
地
改
で
あ
る
、

戸
～
れ
は
、
こ
り
わ
け
杭
来
乙
心
関
ね
り
ム
ロ
い
を
性
質
l
右
す
る
図
家
治
政
か
ら
の
似
湾
を
保
障
1

て
い

〆
、
い
う
ご
乙
に
な
る

の
場
九
口
、
将
恨
抜
仕
い
マ
引
川
叫
が
識
業
－
4
片
山
の
伝
快
調
同
州
ハ
肢
に
民
一
紙
L
て
い
る
？
ぐ
い
、
え
る
り
ん
や
／
に
は
、
そ
の

rm提
J
し
亡
、
こ
れ
が
議
業
ず
川

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

討
に
汚
士
一
L
て
い
る
、
｝
／
一
、
有
び
に
、
こ
の
情
報
提
供
ζ

潟
係
当
事
者
／
）
の
仰
の
円
、
体
的
料
び
ハ
ー
さ
が
あ
る
こ
と
、
が
必
要
ζ

な
る
口

組
三
岡
？
泣
い
変
肋
リ
ス
ク
に
似
寸
る
こ
と
は
中
む
を
円
以
昔
、
ょ
っ
亡
、
週
法
な
情
刊
行
促
供
に
対
し
て

。コ

目
円
；立
1~＇ 
議
さ」

才t
'd、

、
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例
え
ば
、
実
名
の
掲
載
等
、
半
人
と
内
定
［
ち
る
刀
法
に
よ
る
清
印
淀
川
肉
で
為
れ
ば
、
具
体
的
結
。
ひ
汀
訟
の
必
在
が
肯
定
さ
れ
る
こ
し
C

、
」
む
よ
う
な
忠
弘
行
乙
北
川
づ
け
ば
、
今
回
の
リ
人
？
た
r
i
は、

ワ
ノ
ー
ン
川
巾
台
市
に
質
し
て
ワ
ノ
ン
製
注
者
の
1
人
名
主
公
土
日
し
て
い

巾
l
扶
一
に
職
業
の
｝
一

mcuM護
品
一
応
川
引
に
紙
仙
刑
し
て
い
る
、
と
い
う
け
比
例
叫
に
落
ち
若
く
こ
と
と
な
ろ
ろ
へ

い一
4
J
ν

ア
」
＋
L
H
J！レ
f
l
L

、

、、今
A

b

－
－
v

連
邦
志
い
い
ム
判
所
は
次
む
よ
う
に
考
え
る

す
ほ
わ
品
川
、

γ一
き
る
限
り
忠
百
日
出

国
家
と
私
人
の
区
別

誌
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
は
山
場
終
慌
の
促
泡
に
役
iu

ち
、
こ
の
市
場
、
り
子
、
コ
ニ
ヶ

l
シ
）
ゴ
ン
に
お
い
て
々
？
へ
は
臼
己
J
v
d
f
h
u
ょ
う

い
卓
究
現
で
き
る
「
と
も

そ
の
批
判
に
も
柑
さ
れ
代
る
〈
」

」
の
工
人
ノ
公
判
官
怨
の
卜
で
は
、
売
卜
げ
や
収
υ
沿い
md
市
場
心
諸
条
刊
に
洋
二
ノ

、
主
勺
え
る
の
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L
土
［

職
業
の
日
出
は
市
易
機
能
の
促
、
去
に
役
白
つ
虫
ょ
に
よ
る
情
刊
誌
公
か
ら
は
保
守
政
さ
れ
ず
、
本
汁
乃

一
戸
」
戸
〉
：
、
っ
f
、

2
7
Z
L
一ヲ〈
L
一
v

リ
フ
、
小
日
ι
i
れ
は
職
業
〈
り
と
山
の
い
山
市
主
市
町
川
和
J
岐
に
犯
触
し
ん
も
い
、
し
し
L
て
よ
い
の
か
が
、

zh
で
は
問
問
と
さ
れ
る

F

こ
れ
に
関
し
て
、
あ

ι 
日川

る
小
説
は
、
本
決
定
は
私
人
に
よ
る
よ
い
湯
競
争
／
れ
為
と
公
持
力
に
上
る

i
渉
と
を
同
視
し
と
い
る
、
と
批
判
ナ
る
と
に
れ
に
上
れ
問
、

ー
制
人
と
同
家
1

／
い
よ
ノ
二
慎
一
同
法
関
係
に
お
い
て
は
、
い
ル
ギ
山
山

J
来
一
取
、
U

械
受
及
び
山
場
競
争
、
り
白
防
は
、
と
り
わ
け
、
個
人
の

山
場
ι

一
夜
一
争
で
心
地
然
3
h
v
M
門
家
心
「
ル
二
ド
コ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
保
刊
去
し
、

J
A
一
平
的
に
は
、
市
山
川
競
争
に
h

わ
け
る
国
家
の
十
叫
ん
J

ら
白
山
円
に
成
百
人
ど
以
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
保
障
ず
る
も
の
で
あ
る
仁
与
の
限
り
で
、
国
家
の
i

ゅ
は
、
ヰ
一
ふ
的
に
は
北
川
本
権
上

保一
7
仇
さ
れ
た
利
ぷ
ピ
一
付
ず
る
正
当
州
、
九
二
必
支
〉
ず
る
制
約
た
の
で
あ
っ
て
、
汁
ム
一
花
法
一
一
一
条
唱
の
保
設
領
域
叫
ん
N

り
あ
っ
か
じ
め
除
外

き
れ
る
こ
ζ

は
？
叫
仇
し
て
な
い
の

」
こ
の
五
日
怖
か
ら
す
れ
ば
、
本
行
の
リ
ス
ト
公
去
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
戦
去
の
円
九
川
の
保
諮

領
肢
に
抵
触
し
に
い
る
、
と
い
う
こ
与
に
日
ろ
う
n

安

γ
訟
は
、
従
来
日
一
ド
グ
マ

i
テ
ィ
ク
の

υ
場
か
り
一
「
れ
ば
、
公
去
さ
れ
小
人
リ

f
ン
リ
ス
ト
が
、
持
河
川
中
事
者
の
職
業
治
訟
は
践
す

毛
布

4

一台亡、

ぞ
れ
が
吏
恒
州
J

の
h
x
I
れ
に
よ
れ
本
人
2
同
’
疋
司
能
と
ぷ
／

J

て
い
る
阪
h

r
、
情
報
誌
供
が
波
法
で
あ
る
か
ど
う
か
仏
お
わ

り
な
く
、
そ
の
川
河
一
夜
九
州
、
域
設
当
吟
は
白
屯
さ
れ
る
、
一
と
に
な
る
の

制
約
及
び

ι当
化

ク
リ
コ
ー
ル
決
定
に
お
い
て
、
ハ
派
議
源
域
該
勺
判
い
の
判
断
枠
制
人
以
ト
に
従
来
心
k

グァ、

i
一ア
f
ク
か
、
り
の
嗣
七
り
を
右
し
ν

、
い
る

の
け
じ
、
丸
一
宇
佐
制
約
の
認
定
に
閑
し
C
で
あ
る
｝
ヘ
ー
決
定
は
、
説
注
し
に
T
／
～
お
じ
り
、
精
泣
提
供
に
悶
し
て
れ
一

u
c介
入
札
念
を
刊
の
山
山

し
て
い
る
一
o

－
っ
た
ー
も
あ
り
、
従
拾
の
ド
ゲ
マ
Y

フ
f
ク
か
ら
山
て
き
た
で
あ
ろ
ろ
弘
前
と
日
か
ん
品
わ
異
な
る

v

介
入
概
念
の
拡
大

従
奈
の
ド
グ
マ
ヲ
一
子
イ
ク
に
お
い
て
は
、
基
本
持
制
約
刀
認
定
に
際
L
て
、
介
人
机
念
が
人
き
仕
役
割

12'. ledごJ"' J、i）・↑ 1'.J'l' I：、'88 c引"Y_ I i J 



一
ゲ
↓
果
し
て
寺
た

J

十1
hハ
的
介
入
伐
念
に
J
1
れ
ば
、

ト
、
ヤ
臼
品
、
均
一
』
、
J

ル上、

A
F
J
と
l

，ん川

r
汁

の
全
と
が
悦

伺
り
町
刊
、

白
川
技
法
中
、
法
一
行
為
汁

（
泣
形
式
冷

わ
？
乙
凶
家

fu為
を
指
し
、
ご
わ
し
に
設
当
す
る
場
今
に
は
、
記
本
権
制
約
と
み
な
犬
、
れ
る

一一、

1
T
F
J
 

本
作
心
よ
う
な
俗
説
抗
供
治
討
は
、

争
中
た

r
C
問
按
約
九
己
不
利
Jバ吋
J
r
院
係
当
事
者
に
h
J
え
る
も
む
で
1
一
か
往
い
た
め
、

ム
ニ
ポ
続
々
で
は
、

十
ト
異
的
～
介
入
概
念
に
よ
っ
て
は
怯
摂
さ
れ
得
な
い

J

情
報
提
仇
活
動
に
悶
L
て
も
、
多
く
の
山
批
判
例
や
J
子
古
川
が
介
へ
概
念
の
拡
大
JYト
同
｛
記
す
る

d

こ
の
立
叫
ん
の
に
よ
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
い
一
討
材
供
山
川
叫
が
基
不
権
ヘ
の
介
入
と
た
ゐ

ω
は
次
心
と
う
と
あ
パ

ncあ
る
つ
ナ
な
わ
ち
、
同

家
紋
務
ー
の
権
以
を
い
附
い
て
行
わ
れ
介
、
も
の
で
あ
り
、

か
っ
、
①
保
護
さ
れ
た
白
山
一
削
減
に
ふ
お
け
る
個
人
の
一
行
肋
の
操
作
一
P
F的
少

な
コ
て
L
る
旧
制
台
、
ま
た
け
、
小
町
田
第
一
去
の
一
操
作
が
い
的
と
な
っ
て
は
い
る
か
、
干
の
反
射
と
h

J

て
、
主
川
ん
体
性
ム
体
の
白
川
内
組
い
ほ
に
不

利
恭
一
心
牛
ず
る
」
、
こ
が
京
一
円
涯
で
あ
る
均
台
、

ま
た
は
、
①
情
報
提
供
が
保
議
さ
れ
十
一
白
川
門
領
域
に
重
大
な
不
利

p

ザ
ケ
本
た
ら
L
、ネ」

口仁川
γ
河
j
b
J
h
J
ν
l
d

小
デ
よ
り
子
己
可
泡
↑
〈
、
7
3

一一り

〈
〆
一

y
d
l

！
7
h
l
l
c

！
1
J
7

；

7

す
で
に
生
じ
て
じ
ま
っ
ん
J
J
h
り
て
あ
る
場
合

C
4
め
る
。
ド
セ
uJ
る
に
、
山
伯
尚
提
供

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

h
r
ヘ
ム
権
々
に
ぶ
つ
き
、

か
っ
、
ヨ
的
性
な
い
し
j
的
性
呼
俄
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
革
仁
八
な
不
利
洋
を
？
h
ト
、
ら
す
場
ハ
じ
に
は
、
こ
れ
は

介
入
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

目
的
性
の
あ
る
情
報
提
供

こ
の
よ
う
な
規
苅
宵
踏
ま
え
て
、
九
Jm聞
の
リ
ス

に
つ
レ

t
考
え
る
と
ま
ず
、
本
汁
に

お
け
る
沼
市
提
供
出
劫
は
、

d
A目
的
決
封
が
必
些
凡
な
わ
…
刊
誌
出
状
況
に
お
い
て
な
ざ
れ
る
よ
う
な
岸
と
る
一
以
府
心
広
報
活
効
と
は
性
質
が
異

な
る
、
と
い
う
点

r
r蛍
が
必
安
で
あ
る
c

今一位れいりリ
λ

公
I
仏
む
よ
う
な
f
h諸
問
供
活
動
は
、
た
し
か
に
事
実
」
一
心
間
一
般
的
な
不
利

益
し
h
J
f
y
え
ん
弘
い
が
、
し
か
し
、
阿
川
市
凡
な
像
作
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
ヮ
た
こ
L
Y

は
丙
定
し
溶
い
し
こ
の
よ
う
な
μ
刊
誌
捉
仇
活
動
は
、

怠
図
的
て
な
い
副
次
的
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
介
人
2
機
能
的
h
t
i
切
で
あ
る
、
と
い
ふ
、
一
の

ι印
刷
か
、
り
す
ら
と
、

E
的
性
、
主
同
乙
た
情
説
提
供
と
そ
う
ご
な
し
情
技
抗
刊
h

、
と
の
区
別
の
児
黙
1
；
：
日
あ
っ
た
け
m：
＼
め
い
、
リ
ス
ト
公
表
の
介
入
的
什
誌
が

ワ
止
に
す
ぎ
L
は
い

乙
法
相
川
さ
れ
て
い
る
も
で
フ
に
忠
わ
れ
る

,, 
＼~ 
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法
律
上
の
授
権
の
必
要
性

こ
の
よ
う
に
従
来
の
ト
ク
マ

l
ア
ノ
々
に
依
拠
す
る
市
省
か
ら
み
、
れ
ば
、
本
性
け
の
リ
λ

は
介
入

ω怜
質
主
治
、
ネ

L

お
わ
、
某
本
校
制
約
に
f
d中
ー
す
る
と
い
》
つ
こ
と
に

E
G
F
な
ら
ば
、
こ
の
恭
本
格
制
約
は
、
次
の
第
一
段
明

ι 
日川

ス
る
比
υ
」
化
の
審
査
L

門
以
ず
る
こ
と
に
な
る
ν

本
咋
で
は

形
式
的
了
l
当
化
1

ぐ
し
て
の
法
律
ー
の
一
夜
権
の
有
揺
が
問
題
し
ど

ー
し
れ

ιυ
い「

七戸

A

3

F

｝一

1

7

 

グ
リ
コ
ー
ル
仇
定
は

の
通
り
、
茶
十
併
記
！
の
歓

j

小
心
長
権
が
存
立
し

プ
イ
ン
リ
ス
ト
の
公
去
に
悶
し
て

一、J
↑J

1
6
r
 

て
い
る
、
と
理
解
し
た
勺
し
か
f
J

、
不
決
定
の
こ
の
よ
う
な
問
解
～

て
は
川
十
三
引
や
少
な
く
伝
い
ず

一
一
一
で
い
え
ば
、
本
決
定
は
凶
家
任
務
の
割
り
当
て
の
問
題
、

j

校
慌
の
必
要
怜
の
問
問
と
を
混
同
し
て
し
ま
っ
亡
い
る
、

と
い
た
ノ
こ
と
の
よ
よ

J

で
あ
る
c

こ
こ
に
は
、
出
家
任
務
の
存
在
が
月
た
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
と
法
作
の
留
保
ぷ
則
の
一
万
台

J

一を

ご

L
午
」
仏

－

J
l
 

排
除
で
き
る
の
か
、

、
い
う
問
誌
が
存
自
ず
る

4
1
）
、
志
日
以
古
｛
官
主
的
主
任
務
一
古
川
り
当
て
や
民
家
日
標
期
に
y

い
っ
た
革
本
法
ト
の
－
悦

権処
がを
十店
必に
波法
乙 if
いの
う制
こ保
乙 1阜
；こ f!IJ
Jγ ：Tl 
｛） 宏
子当
1；ミ〆ど
な JW
L、－＇ il士、

き
包〉

／ 

{o 

t,: 

ρ
か
な
る
ハ
ド
垣
本
F

確
保
誇
義
務
の
濡
れ
に
つ
い
ザ
｛
土
勺
法
作
f
け
M
M

二
二
、

ω
一塾一＝十小川伐の

般
条
請
す
り
一
木

UF
と
I
J
y
二
一
に
？
な

d

日
り

、
一
れ
で
は
一
法
律
の
山
川
保
原
則
Y
掘
り
崩
す
一
ご
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と

1
つの

こ
の
よ
う
は
問
題
誌
識
を
出
発
点
と
し
コ
つ
法
作
心
宮
崎
市
原
｝
札
の
氏
、
ド
工
的
意
義
を
念
誌
に
布
く
な
ら
ば
、
た
と
え
中
日
報
必
区
出
動
に

関
す
る
凶
家
H
F
務
心
存
在
が
基
本
は
三
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、

で
議
会
話
ωへ
と
し
て
の
伝
律
心
料
日
目
さ
え
も
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
は
ほ
ら
な
い

と
の
紡
誌
が
川
崎
d
b
れ
る
て
お
ろ
う

要
す
る
に

こ
の
山
場
で
は
、
県
本
法
に
由
按
心
根
拠
を
も
っ
吋
出
動
の

履
行
で
あ
二
工
も
り
J

れ
に
介
入
的
性
一
去
が
伝
わ
れ
ば
応
律
上
り
日
明
怪
♂
必
申
立
と
な
る
、

と
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

結

以
上
人
亡
き
七
よ
、
つ
に
、

グ
り
コ
i
ル
決
定
の
へ
一
岬
訂
正
楢
品
一
は
従
4
4
W
ド
グ
マ
i
一
ア
ィ
ク
と
は
？
な
り
円
引
な
る
も
、
り
で

あ
り
、
そ
れ
が
れ
論
部
分
に
お
け
る
判
断
の
相
違
に
大
き
く
お
矧
円
主
与
、
ノ
山
て
い
た
工
う
に
川
レ
わ
守
れ
る
）

上
注
の
、
て
一
ノ
に
、

ム
ー
決
定
は
制

約
攻
防
／
エ
北
山
ゴ
化
投
開
い
と
を
相
対
化
す
る
ー
も
の
で
あ
る
、
こ
の
見
方
が
一
殺
的
と
あ
る
が
、
い
一
の
棺
対
化
が
、
作
作
ー
の
い
拭
怪
の
必
宮
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冷
に
認
し
亡
、
モ
の
ま
ま
見
解
の
泣
い
と
ん
は
っ
て
表
、
れ
て
い
た
の
で
は
弓
司
だ
ろ
う
か
一
も
し
木
決
定
で
打
ち
出
さ
れ
に
清
印
提
供

J

日

到
に
つ
い
て
の
独
白
の
介
入
絞
台
が
迫
耐
性
と
結
び
つ
げ
、
h
れ
て
い
な
か
っ
え
な
ら
ば
、
い
山
律
戸
の
日
以
以
刊
に
似
し
て
よ
り
は
何
υ
重
に
審
公

一
で
為
ろ
う
こ
と
が
、
本
渋
定
に
対
す
る
批
牝
か
ら
社
み
と
る
、
一
と
が
で
き
る
と
れ
ら
の
結
識
の
ー
が
は
川
町
く
と
L
て
も
、

治
拡
梢
造
の
け
埠
い
が
事
案
判
断
に
少
h
h
か
つ
ず
影
響
b
L
f

ソ
弐
に
と
み
る
こ
と
は
と
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

d

と
な
れ
ば
、
こ
こ
で
は

や
は
り
、
異
な
る
一
議
正
梢
迭
を
有
す
る
新
傾
川

に
品
す
る
基
本
格
h
h

グ
マ
i
フ
ィ
ク
口
一
測
か
ら
も
、

字
決
定
九
つ
い
て
捻
一
目
す
る

必
安
が
め
る
と
思
わ
れ
る
に

基
本
権
ド
グ
マ
！
テ
ィ
ク
一

ω
つ
れ
傾
向

と
グ
り
コ
ー
ル
市
山
｛
（
u
t

九
一
本
社
恒
ド
グ
マ

1
一r
y
f
ク
の
一
新
制
rMl

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

ー
ベ
川
｝
み
と
き
た
士
？
に
、
従
来
一
け
泉
本
権
ト
グ
J

テ
ィ
フ
を
擁
可
市
す
よ
巳
V

場
ひ
ら
す
J

る
ζ

、
グ
リ
コ
ル
然
科
は
非
常
に

L、
~ 
·~ 

こ
の
よ
う
な
グ
リ
っ

l
ル
決
定
で
川
用
い
よ

J

1

れ
た
一
市
正
裕
乏
に
対
し
て
日
川
以
約
な
態
度
を
と
る
へ
師
者
も

一
点

そ
の
代
表
的
な
ひ
と
り
、
か
ベ
ァ
ケ
ン
フ
L

ル
γ
で
あ
る
。

多
い
も
の
で
あ
）
匂
が
、
他
方
で

ベ
吋
～
ン
フ
一
L

ル
デ
一
は
、

こ
れ
ま
で
山
パ
主
的
し
て
き
だ
以
護
お
域
と
ん
パ
入
1r
い
う
一

fm引い尺
14
宮、

一
川
引
」
幻
白
内
グ
マ

1
テ
r
ク
・
ア

プ円一
1
J
γ

に
よ
h
代
品
川
一
さ
山
じ
る
べ
き
で
あ
る
ノ
H
L
P羊
f

張
す
る
コ
す
な
わ
ち
、
こ

で
の
、

均
月
護
広
域
一
、
r
J
Tニ
N
r
2
2
η
r
J
↓
介

と
い
う
と
市
此
儲
I

記
に
代
わ
っ
て

ー
事
物
・
井
ペ
パ
領
政

ロロ
ι
戸内川一一

2Mmr21nゅ
の
『
＼

i
保
持
内
容

ノ、

」
と
い
号
論
一
前
一
惜
訟
の
専
一
人
を
説
会
ん
し
、
が
設
庁
止
法
段
階
F

ピ

R
r
d
n
L
M門
戸

2
m
Eロ
翌
日

r－z
i升一人

ず
る
こ
と
を
中
張
寸
ノ
る
c

「
手
掛
了
土
日
領
域
」
と
は
、
に
「
一

j

基
五
権
乙
事
場
的
な
悶
わ
り

Jr有
す
る
領
域
の
こ
L
Y
4

ノ〆一拓、

J、
こ
れ
乞

J

、J
T

え士主一－
j

ヘ一、
4

C
C
F
K／〆

こ
乙
に
よ
打
、
基
本
権
の
似
陣
村
山
容
と
な
り
う
令
知
肢
か
ム
円
か
が
明
ら
か
に
な
る

へ
記
述
的
安
寺
、
）
。
こ
れ
に
対
1

）
て
、
「
似 ジ

ill＜｝、：iL'?Jお ,3 1 133) ワヨ1,20C5.:l; 
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出
陣
＋
円
安
と
は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
具
体
む
に
保
障
さ
れ
る
か
ー
が
の
こ
と
を
指
し
、
こ

f
で
ぽ
、
川
か
と
の
訴
判
ま
で
保
障
さ
れ
る
乃

か
が
境
内
沿
的
に
明
ら
か
と
な
る

規片山
4

的
安
芸
J

J

ι 
日川

な
せ
い
」
の
よ
う
は
い
別
合
王
張
「
る
か
と
い
う
と
、

〕

h
z
J物
・

4
活
結
城

に
悦

L
C
ι
れな

、
い
冗
半
小

に
行
動
す
る
山
由
を
想
定
し
、
似
苓
棲
肢
を
幅
広
く
辺
修
す
る
ご
と
に
な
る
、
U

亡
、
こ
れ
に
よ
り
、
ド
ヰ
ド
権
情
突
の
場
前
や
介
入
を
必

E
T
A

－t
一
す
る
お
前
日
h
d
噌
L
へ
さ
州
、
り
れ
ず
し
ま
っ
、
か
ら
で
為
る

L

一
、
の
問
題
が
と
り
わ
け
振
有
化
す
る
の
は
、

い
か
な
る
山
律
の
同
日
出
も

付
さ
れ
て
い
な
い
ヰ
一
長
権
、
す
な
わ
ち

1

留
保
包
き
必
半
桜
の
場
合
で
あ
る

J
一
こ
で
は
、
他
の
北
川
ト
ヘ
棒
L
Y

の
衝
宍
状
川
町
心
増
大
の

「
窓
法
内
作
的
制
約
」
と
い
〉
、
宗
法
に

ttuノ
百
世
甘
ん
？
ノ
り
れ
た
制
約
一
ur
持
ち
込
ま
す
る
を
何
な
く
な
る
c

こ
の
よ
う
な
制
約
け
、

基
本
l

り
取
の
つ
い
1m
川
保
障
機
詑
を
桝
刈
化
さ
山
一
（
一

L
ま
う
こ
乙
に
な
h
り
か
ね
ず
、

に
、
基
本
祐
の
rw除
古
及
、
か
純
白
は
狭
く
版
嶋

に
併
す
る
必
安
が
あ
る

〉
｝
い
h

つの

ま
に
、
恨
の
い
場
か
ら
↓

て
い
る
こ
と
も
、
そ
も
そ
も
杓
混
と
迂
ろ
う
じ
な
ぜ
な
ら
、
州
川
々
5
草
川
木

wwは
、
円
ハ
什
仲
拐
な
不
正
に
付
す
る
均
ね
あ
る
い

引
の
に
め
の
成
予
を
通
じ
て
氏
山
し
た
も
の
に
か
ら
で
お
る
、

廿
キ
作
権

mwム
ι除
す
る
内
容
は
、
州
知
本

し

し

モ
ト
つ
だ
と

的
絞
一
的
に
定
ま
る
も
の
で
は
に
く
、
民
史
的
・
成
立
史
的
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
ろ
へ
と
か
ら
こ
之
、

彼
t主

事
物
”
井
出
人
民
域

と
一
保
怖
い
容
一
と
の
い
別
女
王
様
し
、
と
り
わ
行

1

保
治
体
い
ヤ
ャ

の
甘
木
本
作

こ
コ
、
f
L
ふ
Jm

l
u
v
L
v
i
L
i
 

こ
と
に
匡
史
的
白
以
ー
υ
史
的
考
鮮
に
と
っ
て
明
、
り
か
～
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
h
b
い
、
と
考
え
る
の
一

こ
の
よ
う
～
山
保
一
議
役
戒
を
事
物
守
活
領
域
と
「
保
障
内
容
」
と
に
ド
別
す
る
巴
V

場
は
、
近
ι戸
、
次
第
山
支
持
を
拡
げ
つ
つ
あ

る
に
ま
z人
、
ャ
の
r

場
ー
な
え
付
す
る
論
争
イ
ィ
ピ
よ
れ
ば
、
近
年
の
い
く
つ
か
の
裁
判
例
に
お
し
い
て
も
、
こ
の
新
し
い
前
一
此
構
泣

g
Jが
か

、
と
い
う

J

そ
し
て
、
」
む
「
新
制
向
L

ζ

ーも川昨日
U

べ
き
前
一
け
構
造
で
も
っ
て
基
本
棒
を
解
収
泊
月
し
て
い

h
J
ρ

川ハ

L

／

J
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判
例
と
し
亡
可
も
が
引
き
合
レ
に
山
ヲ
の
か
、
上
下
稿
で
殺
っ
て
い
る
グ
リ
コ
ー
ル
M

決
1
1

心
な
の

江
戸
傾
向

の
州
市
川
炉
、
り
み
た
グ
リ
コ
ー
ル
斗
円
以

「
事
物
・
生
活
領
域
」
と
「
保
藩
内
容
」

－
b

本
株
ー
、
グ
マ

l
一ア
f
ク
の
ふ
し
わ
山
」
二
干
す
る
論
者
は
、
グ
リ

f
i
ル
決
定

--l 
11: 

事
物
す
「
川
怯
域

と
「
保
陪
内
容
」
と
い
っ
ヒ
用
語
山
市
ト
の
区
別
は
た
か
コ
に
も
の
の
、
向
者
は
明
博
九
区
別
さ
れ
て
い
た
、

グ
リ
コ
ー
ル
決
疋
け
税
制
茶
の
白
山
の

エ
れ
に
よ
れ
ば
、

－
パ
寸
計
一
切
域
な
、
個
人
土
台
は
引
業
主
の
税
制
…
烹
仏
関
連

ぉ

2
0行
動
だ
と
限
解
、
ぷ
l

－
い
る
、
と
し
ょ

J
J
r
r
γ
広
が
ら
他
方
で
、
木
一
決
～
に
は
、

の
自
訂
は
「
」
河
川
崎
抗
争
で
の
成
川
を
ぷ
め
る

ヰ
川
ぶ
桧
L

ん
や
「
他
者
に
あ
る
特
丸
の
一
［
一
巳
方
を
さ
れ
る
権
利
」
ま
で
を
も
似
障
す
る
も
の
で
は
化
ぺ

ζ
L、
M
門
家
に
よ
る
川
川
崎
関
連
山

叫
川
の
川
正
札
い
巾
γ

止
伴
ひ
っ
＋
十
六
龍
、
迎
合
」
山
町
で
あ
り
、
市
場
説
予
hv
王
山
げ
」
ず
、
法
的
規
準
を
遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
限
れ
は
、
識
業
の
け
寸
出

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

は
こ
司
じ
た
情
報
提
供
川
島
刀
ら
は
町
出
陣
さ
れ
戸
い
、
と

L
て
い
る
口
こ
の
λ
下
氏
主
の
誌
で
、
そ
刀
、

ま
ポ
に
以
来
一
り
ヨ
山
刊
の

－

W
出
陣

叫
す
る
に
、
本
決
定
正
、
文
で
い
う
と
こ
入

J

の
保
汚
領
域

有
志
十
一
乞
不
す
J

も
の
に
と
い
う
の

事子、、一
w

一戸、、
i
h

フ
一
日
ぶ
ヤ
一

i

〉

l

V

I

L

l

i

－

J

に
担
任
中
」
ず
る
、
と
し
い
工
つ
こ
と
は
の
よ
か

L
し
れ
包
レ
c

基
ヰ
法
一
二
条
一
項
と
二
条
一
墳
と
の
潤
係

とハ
U

よ
弓
入
江
区
別
に
依
拠
す
れ
ば
、
本
決
定
が
考
え
る
品
折
半
出

条

JfJ 

と
北
川
本
法

ぷ
h
J掃
討
ー
と
の
民
俗
も
、
少
L
は
加
が
ム
T
仙
川
に
品
川
解
す
る
こ
と
が
て
き
る
か
も
し
れ
な
い

J

れ
や
決
定
は
、
其
ギ
出
二
条
一
一
以
一
り
治
市
川
世
作
に
悶
？
と

1
1

市
場
校
干
に
い
ぬ
け
る
ら
加
壱
保
護
と
い
λ

問
題
は
、
基
本
沢
一

二
条
一
一
…
と
い
う
、
よ
け
市
中
初
特
定
的
な
茶
宇
佐
U
明
日
札
に
工
っ
て
包
摂
さ
れ
る
の
で
、

ι
人
十
八
丁
伝
一
条
尽
の
泣
併
は
排
除
さ
れ
る
、

と
4
4
川
ー
ェ
ー
」
い
る

v

二
れ
は
、
あ
た
か
も
某
京
法

の
－
で
？
仕
芯
不
で
あ
る
。

L
か
し
、

1

手
物
・
司
活
領
域

ζ

「
保
障
ー
内
一
杯

t
を
区
別
し
た
均
合
、
次
の
よ
う
に
法
制
ー
す
る
h

一
こ
が

一
条
一
明
に
つ
し
て
V
M
レ
保
蕊
領
崎
町
州
（
た
し
、
そ
の
該
引
性
を
1

弓
（
応
、
ご
l

」
い
る
か

ill＜｝、：iL'?J お •3 1 13SJ ワ9, ,20C5.:l; 
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司
能
で
あ
ろ
う
c

す
な
わ
品
目
、
木
決
定
て
は
、
ま
ず
山
市
相
に
、

日
宇
物
件
げ
治
領

ワ
ノ

J

リ
ス
ト
心
公
表
を
基
本
法
一
二
条
項
の

域
に
抵
触
す
る
も
の
と
み
伝
し
て
、
こ
の
J
d巾
i
M
H
M
M
4
同
定
し
た
い
こ
わ
3
以
九
件
が
肯
定
さ
れ
に
時
点

t
、
本
件
は
職
業
の
J

ト
山
の
川
町

ι 
日川

暗
唱
と
公
る
む
で
、
そ
れ
一
ゆ
え
基
本
法

ダ
末
一
訟
の
、
山
信
市
、
山
一
引
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
七
へ
ど
だ
、
職
業
C
山
い
庄
の
一
従
軍
約
容
一
に
つ

い
戸
、
は
町
四
λ

止
の
考
慮
が
必
要
な
の
て

ω体
叫
河
内
容

に
討
す
る
制
約
日
戸
あ
汁
に
か
ど
う
か
が
品
川
報
提
供
活
動
に
同

r

そ
の
た
め
二

る
特
別
の
英
治
ー
で
も
っ
て
判
断
さ
れ
三
、
と
い

1

2

、

J
M
U
亡
、
r
J
M

ミ
の
よ
う
い
者
え
た
〉
）
仁
も
、
疑
問
』
付
残
弓
引
い
な
せ
な
ら
、

「
保
障
川
将
が
席
、
一
川
ん

か
り
じ
例
別
的
法
ぶ
院
の

的
・
成
立
史
的
X
J
い
ヂ
ド
よ
り
規
定
さ
れ
る
べ
き
乞
の
で
あ
っ
た
と

J
て
も
、
そ
の

1
保
障
内
符
か
ら
漏
れ
た
行
為
自
討
に
つ
い
亡
、

民
終
的
に
は
紋
的
行
為
江
川
ノ
ア
〆
て
の
慕
本
法
条

九
バ
刀
い
ふ
ト
芭
ラ
ハ
h
q
h
h
J
r
、、k
i
L

I

t

T一コ

p
t

か
ら
で
あ
る

3

戦
中
菜
の
t
円
山
川
の

宇
物
・
斤
1
f
旧
領
域
i

に
苦
、
当
Lq
る／）

γつ
ノ
司
自
だ
け
で
基
本
法
条
一

羽
の
い
川
用
ペ
ポ
ウ
去
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
ど
、
こ
し
た
ら
、

一
干
物
・
中

p

出
演
域
ー

に
は
該
当
一
9
る
け
い
一
伝
陣
内
一
む
i

に
は
該
当
し
日
い
事
柄
よ
り
も
、
て
も
そ
も
戦
奈
の
ゴ
由
い
の
一
事
物
・
中
ァ
川

領
域
一

に
す
ら
一
誠
心
ー
し
な
い
弔
柄
の
方
口
保
護
に
ゆ
い
、
と
レ
う
け
叫
転
現
象
、
川
J

バ
汁
じ
る
f
と
に
な
る
で
あ
ろ
当
に

F

h

u

i

っ
f

、、

1

J

F九
一

マ
l
テ
J

ク
の

新仙…
h

に
リ
す
る
と
し
て
も
、
治
別
的
総
本
濯
の

保
障
内
容
一
か
ら
漏
れ
る
行
為
に
包
栄
町
基
本
p
碓
正
深
夜
が

及
ぶ
こ
と
は
否
定
で
な
ま
い

J

合
た
く
し
〈
も
こ
の
山
、
に
山
出
し
こ
は
、
本
伏
む
の
弘
一
川
叶
構
ム
厄
を
擁
護
す
る
、
一
と
は
閉
山
年
で
め
る
と
に
R
わ
れ

るつ
「
保
犠
内
容

も
う
つ
、
こ
こ
で
霊
安
と
口
ぶ
る
の
は
、
「
保
詩
内
科

の
山
性
定
奇
心
？
「
で
町
一
る
ギ
決
定
（
り
八
一
市
平
川
摘

の
確
定

造
か
」
擁
護
ず
る
諭
吉
は
、
こ
れ
に
関
し
て
以
い
の
ト
o
h
m

－
に
考
え
る

の
担
制
町
ピ
よ
れ
ば
、
北
川
人
T

法

刑
、
は
、
法
的
規
律
の
枠
内

ヘ
の
苓
弘
主
保
障
7
し
た
も
の
で
あ
る

ν

こ
の

弘元

首
ぷ
は
、
十
け
M
W
山
川
町
泣
役
序
が
法
的
判
官
庁
形
式
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
ん
は
試
し
て
い
る
。
主
将
済
ト
心
肘
埜
秩
序
は
、
財
J

正
也
や
契
約

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ L代i "'91 c引"Y_ I i J 
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に
間
ず
る
法
制
度
の
折
陛
下
常
一
ば
く
し
て
は
存
p

仕
し
得
な
レ
c

こ
れ
と
内
総
に

秩
序
メ
カ
ニ
ズ
ム
た
る

市
場

と
仁
い
場
多
加
者
の
決

｛疋の
IF一山
も

一
般
訟
件
問
山
小
に
よ
の
形
成
さ
れ
い
え
限
界
の
約
六
で
の
み
存
と
し
山
げ
る
、
と
い
う
（
山
♂

こ
の
考
え
に
従
え
は
、

h
場
に
お
け
る
戦
栄
治
劫
は
、

一
枚
出
秩
山
d

に
よ
い
F

内
容
形
成
さ
れ
た
＋
け
い
勿
C
佼
能
粂
咋
に
山
出
し
、

帥
帆
告
主
の

白
山
の
「
が
河
内
谷
も
こ
の
山
場

ω絞
能
丸
木
件
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
る
、
と
い
ぶ
こ
と
に
た
ろ
う
一

に
だ
、
乙
二
J
V
I
r－
－

υ
場
に
依
拠
す
る
者
も
、

71弘
吉
が
完
全
な
ブ
り

i
ハ
／
た
で
こ
の
民
的
内
容
形
成
デ
付
い
得
る
と
は
考
え
C
い

し

む
、
以
ろ
、
中
E
法
は
こ
の
、

τ三
悼
法
的
内
科
ヴ
心
小
山
の
必
の
お
拝
原
則
ど
を
去
す
る
、
と
考
え
る
乙
そ
れ
ゆ
え
、
こ
一
一
で
は
、
法
的
川

、rr／占
j

労

f
y
ρ

寸
ル

i
f

の
指
導
ぷ
但
に
し
札
ノ
て
な

5
れ
な
け
れ
ば
江
戸
り
な
レ
、
と
い
う
「
！
と
に
な
る
つ
旬
、
え
ば
グ
j
l
1
1
v
決
｛
品
向
、
は
、

け
場
に
関
連
づ
る
コ
ミ
ー

ヶ
、
ン
ョ
〆
ば
て
き
る
限
り
関
か
れ
て
い
入
吐
け
れ
ば
な
つ
な
い
、

／）九一白川、
L

b
れ
る
が

こ
の
説
不
fJ
刈一
A
H
u
r
、
先
の
指
導
原
珪
こ
し
て
の
性
質
九
J

備
わ
っ
て
い
る
、
／
一
い
う
こ
ζ

に

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

前
日
引
を
数
む
ず
れ
ば
、
次
の
よ
ろ
に
な
ろ
う
υ

械
業
の
丸
山
は
、
市
駄
に
お
日
る
当
山
な
治
訟
を
前
説
こ
ず
る
ハ

J

の
た
け
配
は
は
、

治
切
に
悦
9

池
す
る
市
場
が
必
要
と
は
る
じ
出
か
れ
た
マ
ミ
J
J

二
ケ

l
ン
月
ン
に
よ
る
心
坊
の
波
町
性
確
川
町
は
、
市
場
機
能
の
促
巡
に
つ

江
口
7
G
む
で
、
こ
れ
ほ
選
切
に
機
能
す
る
い
場
の
根
川
ふ
と
工

1
H
F
Jに
資
す
る
c

干
れ
冷
え
に
、
こ
の
パ
バ
ぶ
は
、
叫
刷
業
の
自
由
の
ど
へ

現
・
実
質
的
町
山
内
治
と
い
う
目
的
ゃ
ん
川
性
を
も
っ
た
憲
い
い
心
持
草
原
埋
と
し
て
の
性
交
を
桁

F
る
、
と
い
い
得
る
へ
と
ど

C
は、
f
げ

は
trnuU
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
伝
部
凶
ハ
で
訟
的
杓
存
形
成
を
行
弓
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
っ
三
う
し
た
理
解

の
下
ポ
は
、
職
安
心
一
は
肢
の
似
h
t

河
内
容
は
、
こ
の
内
存
店
成
に
J
ヮ
て
均
九
引
が
h
J
え
つ
れ
る
も
の
、
と
J
J
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

d

介
入
に
あ
た
る
内
容
形
成

る
者
は
、
同
（
立
に
工
y
Q
山
場
関
連
活
況
の
提
供
’
V
H法
本
権
心
山
川
芥
形
成

,_ 
Cj 

の
一
汚
泥
だ
と
介
ャ
類
「
勺
に
な
ぎ
な
、
コ
、
こ
の
よ
う
な
情
報
妃
供
活
動
は
、
通
切
に
機
能
ャ
J
令
市
場
競
争
校
序
の
健
保
！
と
い
う
戸
的
に

世
子
J
7
h
v

、
こ
与
え

J

れ
る
か
ら
ト
め
る
υ

ill＜｝、：iL'?J お •3 1 13/J 29, ,20C5.11; 
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こ
う
し
た
械
業
の

U
自
の
内
字
形
成
た
る
情
報
提
民
活
戸
刃
M
r
基
本
被
介
入
に
該
巾

FJ
る
の
ぼ

w

か
な
る
場
ん
円
一
し
た
ろ
う
か

U

に
は
介
入
古
碓
一
刀
す
る
道
の
わ

2
し
こ
別
々
の
二
ワ
心
可
能
性
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る

ι 
日川

第
一
心
川
能
川
口
は
、
阜
Z
Z
？ッーに
rL
松
江
原
埋
に
山
川
さ
な
い
ボ

ιな
い
容
形
成
か
と
打
っ
て
場
合
に
の
み
介
入
わ
f

認
定
ナ
る

と
い
う
γ
ヴ
え

カ
で
お
る

d

こ
こ
で
は
、
お
導
医
珂
に
則
っ
た
内
JU形
成
で
の
れ
さ
え
す
れ
ば
、
よ
れ
は
ゐ
介
人
？
と
人
没
さ
れ
る
こ
1
／
は
な
い
グ
刊

T
i
ル
決
定
に
み
て
は
め
れ
ば
、
次
ハ
り
ょ
う
ι

い
え
7
h
ムノ

C

ま
ず
、

十
八
丁
決
定
が
保
不
し
た
凶
ま
仔
務
の
存
在
し
仁
権
以
秩
序
心
維
持
並
び

に
情
校
内
詳
の
主
池
唯
性
三
足
型
、
吋
ん
け
性
と
し
J
L
l
h

幽
法
刊
の
吏
件
は
、
こ
の
憲
法
ー
の
指
導
原
型
を
ハ
具
体
化
し
た
も
の
、
と
理
解
で
き

{o 

そ、
J

て
、
花
件
1
ノ
ス
ト
公
安
は
、
こ
れ
ら
の
必
件
ト
ケ
了
、
九
デ

J

て
た
り
、
－

4

一
法
！
の
指
導
原
坦
に
川
L
て
い
る
の
で
、
介
入
と
は
み

な
さ
れ
ぼ
い

J

」
の
時
ヴ
で
、
止
は
や
草
川
本
権
い
ほ
ι

口
の
疑
い
が
か
け
b
れ
る
こ
と
は
な
い
、
／
）
lu
－
－
」
に
に
な
る
の

第
一
の
山
リ
ム
咋
性
は
、
指
等
原
河
に
則
つ
に
九
日
谷
形
成
で
あ
っ
た
／
「
〕
て
も
、
日
同
に
令
人
的
性
質
を
有
す
る
一
川

4
r
F
Uで
為
る
け
な

l、

や
は
り
介
入
か
認
定
さ
れ
持
γ

？
と
す
る
考
ス
ん
で
あ
る
n

へ（

UP2口
】
《
｝
同
md

こ
の
老
ご
J
1
U
A

の貼
E

三一
h

に
は

μ
J
4

本
佐
川
い
し
限
定

ハ一
JAzr
。ロコ二
N
C門
戸
口

J

：

：

、

と
法
木
μ
悼
の
ん

J

公
形
成
（
（
k
c
u
ニコ
λ
一まはま穴
2
2
z
z
p
と
の
え
引
が
あ
る
じ
こ
れ
に
よ
ー
れ
ば
、
基
本
権
心
摂

｛
疋
と
ぽ
公
抗
心
に
サ
ず
る
が
仲

i

為
ム
市
ヘ
リ
に
本
づ
レ
よ
吉
山
法
、
A

迎
合
性
、
か
川
川
断
3
れ
る
も
心

ιhv
指
し
、
県
本
法
の
円
谷
川
U
J恥
と
ぽ
公
抗
心
に

ユ」

7dL7
る
作
為
ん
叩
八
J

円
れ
よ
り
こ
れ
が
判
制
さ
れ
る
も
の
や
指
す
と
の
い
切
に
依
拠
し
た
場
合
、
不
作
為
命
令
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
の
汁

マ人
1
」

作
為
命
令
か
ら
の
逸
脱
と
L
て
の
不
一
r
な
六
…
日
山
形
成
し
し

u
m
k別
さ
れ
る

」少」～ー～
h
J。
ア
一
勺
去
ら
F

つ〆
yrι
匂少」

作
為
命
令
か
ら
逸
脱
L

て
は
い
広
い
い
肝
不
作
為
命
令
ぞ
逸
脱
し
た
と
い
共
演
哨
V
J
炉、

当
然
に
日
銀
恒
位
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

つ
ま
り
、

グ
H

コ
1
4
巾
戸
疋
に

よ
っ
て
設
定
さ
れ
f
民
件
を
泊
三
す
情
ほ
提
供
日
動
で
為
り
な
が
ら
も
、
之
本
格
介
人
と
し
て
の
が
い
去
を
同
片
山
有
す
る
も
の
が
あ
れ
〆

山
口
る
、
と
い
っ
」
と
に
ー
ゴ
る
の

第
一
の
考
え
方
で
は
、
内
符
形
或

ζ
L
て
の
い
情
報
提
供
寸
前
科
仙
の
適
法
性
ー
と
は
別
例
に
、
そ
れ
に
4
る
介
人
の
r
A
，
れ
が
問
忍
乙
さ
れ
て

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ LS' "'96 c引"Y_ I i J 



レ
る
一
そ
れ
A4／
え
、
、
一
こ
で
介
入
と
み
な
さ
れ
に
も
む
に
つ
い
て
は
、
山

d

容
形
成
に
お
い
と
ト
バ
漂
い
で
あ
じ

J
し
ご
も
、
第
一
段
唱
だ

ーの一

る
制
約

L
4化
審
査
へ
と
進
む
余
地
が
、

瑳
布
的
に
は
F
吋
庁
J

行
子
る
こ
と
に

収
方
、
第
一
（
山
♂
考
え
刀
で
は
、
占
的
被
従
川
口
活
動
パ
V
A民

法
性
と
介
入
の
成
否
と
が
直
結
し
て
い
る
の
で
、

持
率
任
さ
れ
る
と
は

J
F

号
、
え
に
く
い
っ

h
C
考
え
方

、
」
こ
♂
し
戸
h
m
h
工
人
介
。
人

で
は
、
一
段
階
雰
査
の
相
対
化
を
者
取
「
る
一
K

1
／
が
て
き
ょ
う
っ
ら
占
、
字
決
定
は
、
「
制
約
が
確
定
し
℃
い
る
と
き
は
、
江
沢
行

一
6

hu
確
定
し
て
い
る
」
と
品
v

〕
て
い
る
〈
に
こ
れ
は
、
第
一
の
考
、
九
仁
川
ユ
ラ
し
て
い
る
こ
と
の
支
れ
と
一
汗
切
だ
き
る
と
思
わ
れ
る
代

作

干王
国、j

以
l
み
て
き
七
よ
う
に
、

グ
リ
コ
ル
仮
定
の
九
「
憲
性
判
断
ば
、
従
来
引
の
ド
グ
マ
？
一
ノ
ィ
ク
の
必
川
和
み
よ
h
v弘二
1

新
悩
一
向

枠
組
み
か
ら
ア
ブ
ロ
チ

L1γ
万
か
、
議
訂
正
防
止
』
に
お
、
て
重
な
り
合
う
認
『
げ
が
多
っ
そ
の
意
味
C
は、

本
人
役
dw～
の
も
川
副
能
汚
H
z
f
｝法

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

解↓
rJ
司
令
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
ド
ゲ
マ
i
一y
ィ
ク
心
一
新
仙
M
M
l

は
大
い
に
役
『
げ
つ
も
り
で
お
る
。
こ
は
い
え
、
事
件
日
中
4
4査
す
る
に
際

し
と
ご
の
よ
う
な
論
証
椅
走
が
従
来
の
も

に
よ
り
治
切
で
あ
／

J

こ
か
ど
当
か
は
、
こ
と
で
は
拾
秘
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
C
し

以上
γ
一
以
下
で
は
、
、
一
心
ド
グ
マ

l
ア
J

？
の

新
悩
一
川
一
に
つ
い
て
、

u
L
ー
の
検
芯
ケ

L
たい唱と川
U
F
7

し

ゲノリ

7
4
1
ル
決
定
、
あ
る
い
は

宗
佑
一
同
一

内
り
＝
八
噌
！
日
茸
古
一
点
、

I
7
2
7
F
i
i
l
 

段
階
審
査
の
相
対
化

H
J
Jい
オ
ヲ
タ

U

γ
ふ；

J

リ
J

－、

事
長
主
η

入
）
と
月
九
六
と
を
ntlu，
［
、
制
約
た
い

L
渋
谷
心
時
間
lUを

1

川
川
崎
い
容

句
碑
ど
に
阻
結
さ
せ
る
も
の
で
あ
コ
zf

そ
れ
い
り
限
り
に
お
い

て
、
従
来
の
一
段
階
審
査
り
旧
m
t
h
化
が
あ
っ
た
と
い
久
こ
と
が
で
き
る
r

こ
こ
と
は
、
基
不
権
に
よ
る
最
柊
的
な
似
護
」
、
り
み
が
問

題
と
な
り
、
一
応
一
り
保
護
」
は
削
λ
2
3
れ
I
い
な
い
ハ
、
｝
れ
～
引
f
J

、
従
宋
の
ド
グ
マ
i
テ
ィ
ク
で
は
、
ー
い
甲
（
り
紙
諜
」
と
し
f
L

の

保
護
領
域
J
r
d
消
段
階
で
了
旦
疋
℃
第
一
段
階
L
l
h

る
制
約
今
ト
当
ル
パ
】

の
J
h
呆
と
）
て
「
段
終
的
h
a
保
護
を
明
、
り
か
に
す
る
と
い

λ

子
法
が
こ
ら
れ
る
。
こ
う
L
七
手
庁
、
を
と
る
メ
ノ
〆
卜
は

蒸
本
権
法
片
山
二
L

刊
抗
日
仏
益
と
を
切
ら
か
ー
し

相
川
到
な
る
引
い
か
に
出
店 心ワ

ill＜｝、：iL'?Jお，31 13Ci) ワヨi 初出；1; 
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し
に
比
較
衡
旦
一
古
イ
可
能
と
「
る
こ
と
に
↓
め
る
、
こ

ι 
日川

心
測
の
が
有
者
は
、
こ
う
し
す
に
日
間
短
乞
止
当
化
段
構
ご
処
理
し
た
か
ら
し
〈
い
コ
て
、
以
務
内
訳
域
段
唱
で
処
理
す

る
以
r

に
よ
灯
台
血
的
土
審
査
が
可
能
に
zd
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
考
、
与
〈
や

F

そ
む
う
え
で
、
重
剛
丈
な
の
は
、
と
に
一
段
沿
で
議
議
す
る

し
〉
か
り
と
し

λ
存
在
が
な
さ
れ
る
V
否
か
で
為
る
、
と
町
九
八
一
市
1
1
6
0
守

U
4
V
（
山
一
段
階
げ
ら
ド
別
す
る
か
、
り
こ
そ
茶
本
持

し
小
し

一
一
一
似
内

の
か
ポ
は
な
く
、

は
益
と
対
抗
日
一
政
、
ハ
川
と
が
明
確
に
は
る
こ
と
ピ
考
／
切
れ
ば
、
こ
れ
は
必
ず
し
も

E
Wな
以
市
2
は
い
え
と
い
が
、

百
去
の
段
階
で
は
な
ノ
止
、

存
在
μ

の
心
吋
こ
そ
が
手
長
江
と
い
う
土
張
は
、
あ
わ
う
る
ち
の
と
し
え
る
だ
ろ
号
、

J

基
ふ
法
二
条
一
柄
引
し
と
の
関
係

グ
リ
コ
、
ル
込
山
乏
の
玄
ノ
に
、
職
芸
の
白
、
J
の

と
は
い
え
、

yf
一
活
罰
則
域

」

y
f
h
Gいつ

f
f
f
f
k
 

ず
る
が
「
保
障
山
川
谷

に
は
該
当
し
江
い
事
情
に
つ
い
て
基
本
法

条
一
項
の
山
市
が
及
ば

t
u
v
r
Jた
の
で
は
、
審
査
心
中
身
に
お

い
て
も
一
小
陥
が
あ
る
？
f

J
わ
ざ
る
を
【
件
は
、
。

市
下
物
・
井
正
川
領
域
i

に
烏
さ
な
い
宇
柄
小
心
、
万
が
基
本
法

粂

羽

心

泊

用
が
為
る
ぷ
ん
保
護
に
わ
比
一
パ
乙
い
ろ
逆
転
羽
小
学
を
注
じ
さ
げ
三
v
f
〆
｝
に
日
る
か
ら
で
d

め
る
n

ご
の
句
、
ベ
ソ
ケ
J

7

J

ル
一
ブ
は
、

1
1
ル
決
定
と
N
H
長
な
わ

川百川町田ロ内有
J

古川九日」

か
ら
渇
れ
た
手
取
に
つ
い
て
も
一
般
約
行
為
日
山
と
し
と
の
草
川
本
法
条
一
項
の
保
一
設
が

及
ぶ
と
考
え
て
い

ミ
わ
よ
う
に
「
れ
ば
、
た
し
か
に
、
逆
転
現
象
や
保
誌
の
欠
怯
は
川
出
遊
ず
る
三
と
、

νで
き
る
か
も

し
れ
な
い

次
元
の
異
な
る
こ
つ
の
違
法
性

一
の
よ
う
に
基
本
出

M
家
活
効
む
ム
u
k
t
性
刊
一

条
一
同
引
の
柿
光
的
法
制
吉
詰
め

叫
川
ば
次
り
よ
門
戸
川
イ
ろ
う
r

ま
す
最
初
に
、
個
別
的
主
本
北
恨
の

1

日
開
品
川
内
省

の
解
明
に
J

の
え
り

ψ
」
I

訪
山
北
ル
エ
ギ
権
の
観
点
ト
り
み
た
同

ま
活
動
一
り
途
ム
江
市
仁
判
断
が
な
さ
れ
、

「
山
町
い
河
内
討

h

同
仏
触
レ
立
い
同
家
日
仏
削
り
場
ヘ
U

に
は
、

条
一
反
渡
川
用
、
り
ド

の

般
的
行
為
白
白
ピ
沖
す
る
介
入
の
存
法
性
判
断
出
入
ふ
さ
れ
る

r

前
売
ー
の
一
通
法
什
判
断
は
当
該
叫
ん
本
権
に
印
7

し
た
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介
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ず
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仏
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ず
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す
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仕
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。

つ
主
h
、
こ
こ
で
は
、
民
求
刑
の
行
政
子
法
で
な
い
か
ゆ
え
に
山
品
川
ハ
的
、
仏
〈
ノ
人
快
念
で
は
抱
押
し
さ

'i'ls技従！;t活動CDi干よJ'f'j判断とを口前er構造

れ
な
い
医
家
活
一
良
心
ム
♀
E
E

件
ζ

ぃ
、
つ
も
の
が
、

問
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仏
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す
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、
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司
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れ
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介
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概
ベ
ム
を
M

叫
張
3
せ
る
こ
と
で
、
九
羽
引
市
ぷ
叫
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仕
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；
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憲
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ず
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仕
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わ
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